
 3 分で読める 医療安全ニュース 9 期/1 号． 

9 期医療安全計画が始まりました 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

↑職員ラウンジ入り口に掲示されています 

 

医療安全管理室 医療安全計画書 
期間 2018年 7月～2019年 6月 

目標管理責任者 

西村 健司 

活動目標 

医療安全対策地域連携加算 1 を算定し、医療安全相互チェックシートによる自己チェック及び相互チェック項

目の整備を行う 

※相互チェックは、中河内医療安全対策連携協議会加入の医療機関が行う 

重要成功要因 

院内ラウンドによる注意喚起と、マニュアル整備、遵守の検証 

成果尺度 

医療安全相互チェックシート達成率 

目標値 

達成率 100％ 

目標の設定理由 

 医療安全相互チェックシートとは、国立病院機構で使用されているチェックシートに基づいて、中河内医療

安全対策連携協議会で参加医療機関の意見を集約し作成した 102項目のチェックシートである。 

 これを使用することで、当院の医療安全対策についての問題点などチェックすることが可能となる。 

 医療安全相互チェックシートを活用し、自己評価と他施設評価を比較することは当院の医療安全の質や意

識の向上に有用である。 
 

 第 9 期 部署別医療安全計画立案について 

1．2018 年 5 月 23 日「第 9 期部署別医療安全計画立案につい

て」の通知が各部署所属長へ配信されました。 

2．目的は「全部署が医療安全計画を立て実践することで、全病院的

に医療安全を向上させることを目標のひとつにする」となります。 

3．医療安全計画は基本的に「自身(自部署・部門)でコントロールがで

きること」「データを取って検証できること」が必須となっています。 

4．医療安全計画実践期間は、2018 年 7 月 1 日より 1 年間です。 

5．職員ラウンジに 17 部署・部門の計画が掲示(左図)されています。

他部署はどのような計画を設定しているか？など是非ご確認ください。 

6．下表は医療安全管理室の計画です。 

 レジリエンスの高い組織へ 

1．レジリエンスとは復元力や回復力と訳されることが多く、レジリエンスの

高い組織は、状況の変化を察知しリスクを予見することもできます。 

2．レジリエンスの高い組織への、ファーストステップとして職員全員で「安

全」を意識し実践し達成させます。事故報告書は始末書や反省文で

はありません。フィードバックさせ医真会をレジリエンスの高い安全な組織

に成長させましょう。  参考:https://resilient-medical.com/．2018/7/18 
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医真会八尾総合病院 医療安全管理室 


